
●新型コロナウイルス感染症の影響●
コロナ禍における「活動」や「場所への外出」への意識の変化

　「活動」については、緊急事態宣言中（令和2年４月１６日から5月１３日まで）ではそれぞれの項目で自粛を
意識した人が７～９割程度となっています。また、調査時点（令和2年１１月ごろ）で自粛を意識した人につ
いては、「食料品・日用品の買物」や「運動・スポーツ」は4割程度、「外食」や「友人・知人との交際・会
食」は5～6割程度となっています。

市  民

コロナ禍における行動の変化

　調査時点では、テレワークやオンライン授業などにより通勤通学がほとんど無くなった、もしくは少なく
なった人が１割程度となっています。また余暇を自宅で過ごすことが増えた人が３割程度となっています。
このほかにも「食事」、「感染症情報の入手方法」、「代金の支払い方法」、「コロナ禍での困りごとや不
安」などを調査しています。

市  民

　このほかにも市政に対する要望やアイデアなどさまざまなご意見をいただきました。
今後の市政に反映できるよう努力を重ねていきます。
※このアンケート結果の詳細「市民生活の現状及び児童・生徒の意識や行動に関するア
ンケート報告書」は、市役所情報コーナー、中央図書館、富士松図書館、市　で見る
ことができます。 ▲市
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デジタル技術の活用により、
通勤や通学がほとんど無くなった、
もしくは以前より少なくなった

稼働時間の縮小や休校など
により、通勤や通学が無くなった、
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感染拡大前とそれほど
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近所にある公園や屋外スポーツ
施設など、自宅から近い施設を
利用することが増えた

感染予防対策を徹底して、感染
拡大前と同じ行動範囲でレジャー
施設を利用している
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